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　９月８日（火）から１０日（木）にかけて、令和８年第３回上ノ国町議会定例会が開催
され、令和７年度一般会計、特別会計および企業会計の歳入歳出決算が認定されました。
　令和７年度一般会計では、翌年度に繰り越すべき財源１，０００円を除き、実質収支額
は８，０９６万円となりました。

一般会計 町政運営の基本的経費や事務事業に係る支出、町税や地方交付税などを主と
した収入を網羅した会計です。

令和７年度　上ノ国町決算報告

項　　目 説　　明 収 入 額

地方交付税

自治体間の財政の不均
衡を是正し、必要な財
源を確保するための国
からの交付金（国税の
うち、所得税、法人
税、酒税、消費税から
割当）

30億4,948万円

国・道支出金 国や道から用途を特定
されている補助金 9億3,643万円

町 債 公共施設の建設事業費
などの借入金 16億5,390万円

町 税 町民税、固定資産税、
軽自動車税など 6億5,600万円

そ の 他
繰入金、繰越金、財産
収入、使用料、諸収入
など

17億3,028万円

項　　目 説　　明 支 出 額

投資的経費
道路、学校、公営住宅
の建設など、行政水準
の向上に直接寄与する
経費

25億715万円

人 件 費 職員等の給与・役員報
酬など 10億307万円

補 助 費 等
補助金、負担金、報償
費および火災保険料な
ど

10億5,438万円

公 債 費 借金の償還金（利子含
む） 9億1,040万円

積 立 金 各種基金に積み立てる
ために支出される経費 4億5,870万円

扶 助 費 児童手当、乳幼児等医
療費など 3億6,693万円

そ の 他 施設管理費、繰出金、
貸付金など 16億4,450万円

歳入
80億

2,609万円

地方交付税地方交付税
38％38％

町債町債
21％21％ 国・道支出金国・道支出金

12％12％

町税町税
8％8％

その他その他
21％21％

歳出
79億

4,513万円

投資的経費投資的経費
32％32％

人件費人件費
13％13％

補助費等補助費等
13％13％

積立金積立金
6％6％

公債費公債費
11％11％

扶助費扶助費
5％5％

その他その他
20％20％
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特別会計 一般会計とは別に設けられている、独立した経理管理が行われる会計です。

特別会計項目 歳入（収入）計 歳出（支出）計 差　　引
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 5億879万円 5億501万円 378万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 7億1,769万円 6億9,302万円 2,467万円

後期高齢者医療事業特別会計 9,764万円 9,721万円 43万円

収益的収支：�水道事業の運営や維持管理に必要な収入と支出�
例）水道料金、一般会計繰入金、施設維持管理費、修理費など

資本的収支：�水道施設の新設・更新・改良など整備事業に関する収入と支出�
例）国の補助金、起債、排水管の取替工事など�
基本的に支出が上回ります。

企業会計 企業や公営企業が経営成績や財政状態を把握するために行われる会計です。

※不足分は留保資金で補填されます。

企業会計項目 収益的/資本的 歳入（収入）計 歳出（支出）計 差　　引

簡 易 水 道 事 業 会 計
収 益 的 1億7,614万円 1億6,847万円 767万円

資 本 的 9,978万円 1億4,943万円 △4,965万円

収益的収支：�下水道施設の新設・更新・改良など整備事業に関する収入と支出�
例）下水道料金、一般会計繰入金、施設維持管理費、修繕費など

資本的収支：�下水道施設の新設・更新・改良など整備事業に関する収入と支出�
例）国・道の補助金、起債、公共ます設置、マンホールポンプ更新工事など�
基本的に支出が上回ります。

※不足分は資本的収支調整額ならびに留保資金で補填されます。

企業会計項目 収益的/資本的 歳入（収入）計 歳出（支出）計 差　　引

下 水 道 事 業 会 計
収 益 的 2億9,353万円 2億8,732万円 621万円

資 本 的 9,917万円 1億6,786万円 △6,869万円

令和７年度に実施した主な施策令和７年度に実施した主な施策

　町民の移動手段を確保するため、デマンドバ
スを運行するとともに、ＡＩを活用した実証実
験や乗り方ガイドの作成・配布を行いました。

　電気・ガス・食料品の価格高騰に伴い、各世
帯へ生活支援および地域経済の活性化のため、
商品券を発行し、消費の喚起を図りました。

デマンドバス運行事業デマンドバス運行事業
４，５０６万円４，５０６万円

生活応援商品券発行事業生活応援商品券発行事業
９，６９４万円９，６９４万円

※各会計は表示単位未満の端数を四捨五入しています。
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町の魅力を巡る『かみのくに満喫ツアー』町の魅力を巡る『かみのくに満喫ツアー』

　１０月３日（土）と４日（日）、「上ノ国町応援大
使おすすめかみのくに満喫ツアー」（株式会社クロー
バーツアー）の参加者２３名が来町しました。
　３日は工藤町長がバスガイドを務め、神の道や大
型風車などを見学しました。また、かつて勝山館
で食べられていた料理と現代の料理を組み合わせた
「上ノ国殿様御膳」を、旧笹浪家住宅で堪能しまし
た。
　４日は産業まつりで買い物やバーベキューを楽し
み、道の駅上ノ国もんじゅでお土産を購入し、ツ
アーを終えました。
　参加者からは「ブラックシリカの産地である上ノ
国町を実際に訪れることができて嬉しかった。」と
の声が聞かれました。

町の味覚と笑顔が大集合！　第４３回産業まつり町の味覚と笑顔が大集合！　第４３回産業まつり

　１０月４日（日）、役場前駐車場で「第４３回産業
まつり」が開催され、約３，８００人が来場しまし
た。
　会場では、町内産の農産物や海産物が販売された
ほか、新米やビンゴカードの販売では、開始前から
長蛇の列ができていました。
　なかでもビンゴ大会は、テレビや空気清浄機など
の豪華景品が当たるということもあり、ビンゴに
なった方が景品の交換場所へ大急ぎで駆け寄る姿が
あちらこちらで見られ、会場は笑顔と歓声に包まれ
ました。
　その他にも、せたな町出身の歌手彩川さくらさん
による歌謡ショーやパフォーマーＧＨＯＳＴさんに
よるジャグリングのステージ、ヒラメのつかみどり
や餅撒きなどの催し物が行われ、子どもから大人ま
で多くの方でにぎわいを見せていました。
　また、合同開催された消防フェアでは消火器体験
や救命体験が行われ、多くの子どもたちがブースを
訪れ、消防士の仕事について楽しみながら学んでい
ました。
　会場は地元の味覚と催しを楽しむ来場者で終日に
ぎわい、今年も町の秋を感じさせる一日となりまし
た。
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「私の地元応援募金」による寄附をいただきました「私の地元応援募金」による寄附をいただきました

町の新たな魅力へ　町内の圃場でブドウを初収穫！町の新たな魅力へ　町内の圃場でブドウを初収穫！

旬の味覚を味わう　上ノ国保育所『さかなの日』旬の味覚を味わう　上ノ国保育所『さかなの日』

　１０月６日（火）、役場町長室で寄附贈呈式が行
われ、明治安田生命保険相互会社函館支社から、地
域生活の充実のため５０万３，０００円の寄附をい
ただきました。
　当日は、西田市場統括部長から工藤町長に目録が
手渡されました。
　今回の寄附は、同社の地域貢献活動「地元の元気
プロジェクト」の一環である「私の地元応援募金」
によるものです。従業員の募金に会社が上乗せして
寄附する取り組みで、地域の課題解決や暮らしの充
実を目的としています。
　町では、いただいた寄附を地域生活の充実に向け
た取り組みに活用していきます。

　これまでブドウの収穫がなかった町で、２０２３
年に植樹したブドウが、ついに初収穫を迎えまし
た。
　湯ノ岱地区、桂岡地区、豊田地区の圃場では、ピ
ノ・ノワール、シャルドネ、ピノ・グリの３品種合
わせて約１，４００ｋｇが収穫されました。
　１０月１１日（日）には、ＧＡＣＫＴワインプロ
ジェクトのサポーター９名が参加する収穫体験ツ
アーが開催され、参加者はブドウの収穫や搾汁を体
験し、収穫の喜びを感じていました。
　来年には、今回収穫したブドウから約１，０００
本のワインが造られる予定で、町の風土で育ったブ
ドウがどのようなワインに仕上がるのか、期待が高
まります。

　１０月２３日（金）、上ノ国保育所で「さかなの
日」のイベントが行われました。
　子どもたちは、サンマを手に取ると「ぬるぬるし
てる！」と驚きながら、普段なかなか触れることの
ない魚の感触を確かめていました。
　その後、焼きたてのサンマが振る舞われると、お
いしそうに頬張り、「おいしい！」「おかわり！」と
元気な声が響きました。
　子どもたちは、実際にサンマに触れ、自分たちで
味わう体験を通して、魚への親しみを深めながら、
秋の味覚を存分に堪能していました。
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令和８年度
全国学力・学習状況調査
の結果について

　今年４月に町内の小学６年生（２６名）および中学３年生（２８名）を対象
に行われた、全国学力・学習状況調査の概要をお知らせします。
　今回の学力調査は小学６年生の「国語・算数」の２教科、中学３年生の「国
語・数学・英語」の３教科で行われました。

１．調査の目的について

２．調査結果について
小学校

中学校

３．成果と課題について

　本調査は児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学習指導の充実や学習状況の改善に役立てる取組を継続して行
うことで、検証改善サイクルを確立することを目的としています。本調査の結果は児童・生徒が身に付けるべき学力の特
定の一部であり、学校の教育活動の一側面であることに留意が必要です。

４．学力向上の取組について
○�全国学力・学習状況調査結果の成果や課題、効果的な取組の共有などを通した小学校と中学校の連携した取組や「主体
的対話的で深い学び」に向けた授業改善を進めます。
○児童・生徒の読書意欲を高める取組や自己指導能力を育み、生活習慣の改善を促す取組を進めます。
○�保・小・中・高連携の要である「学びの共同体」において、子どもたちの交流や授業実践交流を積極的に進めるととも
に、それぞれの接続を円滑にし、体系的な教育活動の実施に向けて取り組んでいきます。

国語
（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

○�小学校では国語の４領域と算数の全領域、中学校では国語の２領域と数学の１領域で全国・全道の正答率を上回
るまたは同程度の結果となり、各学校の学力向上の取組が着実に実を結んでいます。
○�児童・生徒質問では、「人が困っているときは、進んで助けていますか。」や「いじめは、どんな理由があって
もいけないことだと思いますか。」という問いに対して、ほぼ１００％の児童生徒が肯定的に回答するなど、社
会貢献やいじめ根絶への意識が高い状況にあります。
○�児童質問（小学校）において、１日当たりの読書の時間が全国および全道の平均時間よりも短いなど、読書習慣
の定着が課題となっています。
○�生徒質問（中学校）において、１日当たりのスマートフォン等でのＳＮＳや動画の視聴時間が全国および全道の
平均時間よりも長いなど、生活習慣の改善が課題となっています。

成
　
果

課
　
題

上ノ国町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）

上ノ国中学校
北海道（公立）
全国（公立）

国語
　全体としては、全国・全道の正答率と比較して高い
結果となっています。領域別では、「話すこと・聞くこ
と」の領域が全国・全道の正答率をやや下回る一方、
「言葉の特徴や使い方に関する事項」「情報の扱い方に
関する事項」「読むこと」「書くこと」の４領域で全
国・全道の正答率を上回っています。

算数
　全体としては、全国・全道の正答率と比較して高い結
果となっています。領域別では、「数と計算」「図形」
「測定」「変化と関係」「データの活用」の全５領域で
全国・全道の正答率を上回っています。

国語
　全体としては、全国・全道の正答率と比較してやや低
い結果となっています。領域別では、「言葉の特徴や使
い方に関する事項」と「書くこと」の領域が全国・全道
の正答率を上回る一方、「話すこと・聞くこと」など３
領域で全国・全道の正答率を下回っています。

数学
　全体としては、全国・全道の正答率と比較して低い結
果となっています。領域別では、「関数」が全国・全道
の正答率と同程度となった一方、「数と式」など３領域
で全国・全道の正答率を下回っています。

英語
　調査方法が異なるため、レーダーチャートにできませ
んが、全国・全道の正答率と比較して同程度の結果と
なっています。

国語
（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の特徴や
使い方に関する事項）

国語（情報の扱い方
に関する事項）

国語（情報の扱い方
に関する事項）

算数（数と計算）

算数（図形）

算数（測定）

算数（変化と関係）

算数
（データの活用）

110.0110.0

100.0100.0

80.080.0

90.090.0

70.070.0

140.0140.0

90.090.0
80.080.0
70.070.0

130.0130.0
120.0120.0
110.0110.0
100.0100.0
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図書だより

＊アルゴリズムの査証 海堂尊／著

＊残火 辻堂ゆめ／著

＊殺し屋の出世術 野宮有／著

＊夏蚕の翅 冬島いのり／著

＊流砂 黒川博行／著

＊安恒 今野敏／著

図書新着ごあんない ＊読みたい本のリクエストや予約などは
電話でも受け付けております。

＊申込先　教育委員会内・町民図書室
☎０１３９−５５−２２３０

　１２月下旬より開設を予定している町民スキー場の管理人（会計年度任用職員）を、１０名募集しま
す。内容をご確認のうえ、期日までにご応募ください。詳しくは、役場および各出張所に掲示している
公告をご確認ください。

　教育委員会では、スキー教室および学校のスキー授業で使用する用具の寄付をお願いしています。教
育委員会へご連絡いただけましたら、ご自宅まで受け取りに伺いますので、よろしくお願いします。

上ノ国町民スキー場管理人募集上ノ国町民スキー場管理人募集

スキー板など用具の寄付のお願いスキー板など用具の寄付のお願い

（１）応募資格 除雪作業があるので一定の体力を有する健康な方

（２）応募書類 履歴書（顔写真貼付）※郵送での提出は不可とします。

（３）募集期間 令和８年１０月２６日（月）から１１月１６日（月）まで
月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後５時１５分まで受付（祝日を除く）

（４）試験日時 令和８年１１月２６日（木）午前１０時００分
受付　午前９時３０分から午前９時５０分まで

（５）試験内容 面接試験

（６）任用期間 令和８年１２月２４日（木）から令和９年３月２４日（水）まで

（７）�応募・問い
合わせ先

〒０４９-０６１１
上ノ国町字大留１００番地
教育委員会事務局　スポーツ振興係
☎０１３９－５５－２２３０

（１）寄付対象の用具 カービングスキー板、ブーツ、ストック

（２）寄付募集期間
令和８年１２月３０日（水）まで
月曜日から金曜日の午前８時３０分から午後５時１５分まで受付
（祝日を除く）

（３）�寄付いただける用具の
状態について 購入から１０年以内のもので、とくに問題がないもの。

（４）問い合わせ先
〒０４９-０６１１
上ノ国町字大留１００番地
教育委員会事務局　スポーツ振興係
☎０１３９－５５－２２３０
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社会福祉士　田中　秀和　です

『クロネコ見守りサービス ハローライト訪問プラン』とは？

　地域の高齢化により、高齢者や障がいのある方などの一人暮らしの不安を解消するため、８月
から『見守りサービス利用料助成事業』を開始しています。
　この事業は、ヤマト運輸㈱が提供する『クロネコ見守りサービス ハローライト訪問プラン』
を利用する方に対して、費用の９割を助成するものです。本人や離れて暮らす家族の不安軽減、
日常生活における異変の早期発見、経済的負担の軽減を図ることを目的としています。

　毎日使用するトイレや洗面所などの電球を「ハローライト電球
（右の図を参照）」に交換するだけで、離れて暮らす家族などが
利用者を見守るサービスです。

月額：１，７３８円（税込）
※電気代は自己負担となります。

町内に一人で暮らし、次のいずれかに当てはまる方
・６５歳以上の方
・�障害者手帳（身体・知的・精神）を所持している
方
・�自立支援医療受給者証（精神通院）を所持してい
る方
・難病の方

①ヤマト運輸㈱の「ハローライト訪問プラン」へ申し込み、福祉課に事業の利用申請をします。
②ヤマト運輸㈱のスタッフによる電球の取り付けが完了したら、利用開始となります。
③�料金を支払ったことを証明する書類（領収書や通帳の写しなど）を添付し、助成申請すること
で、町から月額利用料の９割が助成されます。

具体的には…
・�前日の９時から２４時間、電球のＯＮ/ＯＦＦがない場合に異常を検知
・あらかじめ登録したメールアドレスに通知が届く（最大登録者数４名）
・状況に応じてヤマト運輸の担当スタッフが代理で訪問し、状況を確認

こころの
健康相談

◇日　　時　１１月２０日㈮　１４時〜１５時　◇場　所　北海道江差保健所
◇申込受付　実施日の前週金曜日午前中まで　　◇相談料　無料
◇問い合わせ先　江差保健所　☎０１３９−５２−１０５３

一人暮らしの見守り対策
〜「見守りサービス利用料

助成事業」の紹介〜

問い合わせ先　福祉課　地域包括支援係　☎０１３９－５５－４４６０

外径
60ｍｍ

全長
１１５ｍｍ

　心配な一人暮らしの方の有効な見守り
手段だと思いますので、気になることが
ありましたら相談ください。

費用は？

手続き方法は？

対象となる方は？
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詳しくは、病院局のＷｅｂまたは
右の二次元コードをご確認ください。

◎看護職員などを募集しております◎
診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。
※診療受付時間
　午前…８時００分〜１１時３０分（初診の方は、９時００分〜）
　午後…１時００分〜　２時３０分
　予約受付時間（定期患者のみ）午後１時００分〜午後４時００分

膝をいたわって健康的な生活を　３
　今回は、中期の症状と治療の流れです。

関節鏡視下手術
・�関節鏡で膝関節の中を掃
除します。
・�変性した半月板や軟骨、
増え過ぎた滑膜や骨の棘
（トゲ）を処理します。

【治療の流れ】

高位脛骨骨切り術（ＨＴＯ）
・�すねの骨を切って、正常な膝の形に戻しま
す。
・�関節自体は変わらないため、正座が出来たり
スポーツや農業など仕事に復帰したりする方
もいます。

外来診療体制・１１月の診療予定外来診療体制・１１月の診療予定
総 合 診 療 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

整 形 外 科 午前　月,火，金曜日
午後　水,金曜日（午前、午後診療いずれも完全予約制）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日（初診は月,火,木,金曜日。水曜日の再診は予約のみ）
午後　月，木，金曜日（初診は月,金曜日。木曜日の再診は予約のみ）

消 化 器 内 科 午前　10日㈫，27日㈮（午前11時までの受付）
午後　10日㈫，12日㈭，27日㈮（10日、27日は完全予約制）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日（午前11時までの受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6日㈮，20日㈮
総　合　診　療  （ 外　科 ）午前　火から木曜日
外 科 専 門 外 来 午前　9日㈪（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後３時〜午後４時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　月曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
午後　月，火，水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科 午前　2日㈪，16日㈪，17日㈫（午前11時までの受付）
午後　16日㈪

耳 鼻 咽 喉 科
午前　4日㈬，11日㈬，12日㈭，17日㈫，18日㈬，25日㈬，26日㈭
　　　（午前11時までの受付）
午後　11日㈬，25日㈬

眼 科

午前　5日㈭，26日㈭（予約以外の初診受付午前11時まで）
午後　4日㈬，18日㈬，25日㈬
　　　�コンタクトレンズを希望する患者様へ�

当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。
　　　眼鏡の処方は、午後の診療受付になります。

皮 膚 科 午前　火曜日

上ノ国町上ノ国町
地域活動支援センター地域活動支援センター
新規利用者募集中！新規利用者募集中！

個別相談・見学・体験も受付中！お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　たまみずき北海道　☎０１３９－５６－１２０３

【中期の症状】
正座や階段の昇り
降りが困難
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水難救助訓練について

■問い合わせ先
　上ノ国消防署
　☎０１３９−５５−２０７１

地域おこし協力隊　佐々木　悠輔
みんなで直す、空き家ＤＩＹ
　町内に眠る空き家を「町の資産」に変えていく取り組みとして、短期滞在型ＤＩＹ体験企画「リ

ペアステイ」を１１月２１日（土）から２３日（月・祝）の２泊３日で開催します。

　７月に開催した第１回は男女の出会いをコンセプトにしたため、「参加のハードルが高い」と感

じられた方も多かったかと思います。そこで、今回はシンプルに「空き家を自分たちの手で改修す

る面白さ」や「人との交流」を楽しめる参加型イベントとして再設計しました。

　当日は町内の空き家を舞台に、壁や天井の塗装などを行います。丁寧にレクチャーしますので、

ＤＩＹ初心者でも安心してご参加いただけます。【参加費・宿泊料は無料】で、食事代のみが自己

負担となります。道具類もすべて運営側で用意しますので、汚れてもよい服装であれば手ぶらで参

加いただけます。

　全日程だけでなく「１日だけ」「半日だけ」「見学のみ」の参加も大歓

迎です。「自宅の修繕に活かしたい」という方はもちろん、町外からの参

加者と交流してみたい方もぜひご応募ください。興味がある方は、右の二

次元コードからＷＥＢサイトを開き、詳細をご確認ください。

　みなさまのご応募をお待ちしております。

地域おこし協力隊だより

　９月２４日（木）、向浜にて水難救助訓練を実施しました。これは、海水浴中に流されてし
まった要救助者がいることを想定し、上ノ国漁港から出動した救助用ボートで救出を行う訓練
です。
　毎年、通報から救出までの練度を上げるために繰り返し訓練していますが、釣りや海水浴な
どで海や川に行く場合は、ライフジャケットを着用するなどの対策をし、水難事故に遭わない
よう、意識を高めていきましょう。

訓練の様子訓練の様子

１１１１月は の納期の月です。
納期限内納付を！

納税には、確実で
便利な口座振替を！
財政課　納税係

固定資産税� 第４期分
国民健康保険税� 第５期分

ＷＥＢサイトは
こちらから
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住民課窓口にて行う、マイナンバーカードの休日・夜間申請サポートおよび交付を希望される方は、
事前予約が必要です。予約をしていない方の対応はできませんのでご注意ください。
※窓口の混雑状況などにより、ご希望に沿えない場合がございます。あらかじめご了承ください。
■申し込み・問い合わせ先　住民課　戸籍係　☎０１３９−５５−２３１３

問い合わせ先　福祉課　高齢介護係　☎０１３９−５５−４４６０

町で燃料費等の購入費を助成します
（燃料費等高騰緊急対策事業）

　町では、原油その他エネルギー価格の高騰により、経済的に厳しい高齢者のみで構成する世帯
に対し、緊急的に燃料費等購入費の一部を助成します。

１世帯あたり　５，０００円 次の①②のいずれにも該当する世帯
①�令和８年７月３１日時点で、上ノ国町の住民
基本台帳に登録されていること

②�世帯の全員が、基準日において７０歳以上で
あること

高齢者世帯の皆様へ

入札結果のお知らせ（１０月１３日執行分まで）
＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、建設工事および委託業務が対象となっています。
＊�金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は落札率を記
載しておりません。（落札率　小数点第１位未満四捨五入）
入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者 落札金額 落札率

9/29 豊留橋長寿命化修繕工事 13,794,000円 株 式 会 社 カ イ ト 13,365,000円 96.9％

9/29 地域防災計画等改定委託業務 4,147,000円 日本データーサービス
株 式 会 社 3,905,000円 94.2％

10/13 上ノ国高等学校寄宿舎基礎等建設工事 27,797,000円 株式会社草間建設工業 27,456,000円 98.8％

10/13 国民温泉保養センター屋根修繕工事 5,093,000円 株 式 会 社
Ｉ Ｓ Ｈ Ｉ Ｙ Ａ Ｍ Ａ 4,895,000円 96.1％

10/13 町道維持工事（視線誘導標） 3,267,000円 有 限 会 社 桧 山 工 業 3,190,000円 97.6％

給付金の支給額

申請期限

対象となる条件

申請方法
給付金の支給日

令和９年１月２９日（金）まで

　提出された書類を審査後、支給決
定通知でお知らせします。

　令和８年１１月２日（月）以降に対象世帯へ
申請書を送付しますので、必要事項を記入のう
え、福祉課へ提出してください。

広報かみのくに「年賀有料広告」募集！広報かみのくに「年賀有料広告」募集！
　明年１月に発行する「広報かみのくに」新年号に向けて、年賀広告を募集
しています。
１．募 集 期 間　１１月４日（水）～１１月２４日（火）
２．掲 載 内 容　�『新年のご挨拶』『事業所名・代表者名』

『郵便番号・住所』『連絡先電話番号』など
３．掲載サイズ　�①縦４７㍉×横９０㍉　１，５００円�

②縦４７㍉×横６０㍉　１，０００円�
③縦４７㍉×横３０㍉　　　５００円

問い合わせ先　総務課　広報情報係　☎０１３９－５５－２３１１
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問い合わせ先　檜山振興局税務課　�課税に関すること　☎０１３９－５２－６４７２�
納税に関すること　☎０１３９－５２－６４７３

　地方税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ（エルタックス））にて、地方税（法人道民税や法人事業
税など）の申告や納税などをインターネットで行うことができます。
　郵送や窓口に出向くことなく、ご自宅や職場から申告や納税の手続きが完了する便利なシステム
ですので、積極的な利用をお願いします。
　また、納付書に印刷されたｅＬ－ＱＲ（地方税統一ＱＲコード）を読み取ることで、スマート
フォンやパソコンなどを利用してキャッシュレスで納税できます。

※ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

便利な電子申告・電子納税をしてみませんか？

よろこび・かなしみ （１０月１２日届出分まで）

おくやみもうしあげますいつまでもおしあわせに

※�掲載の了解をいただいた方のみご紹介しています。
※�地名表記については、所属の町内会を掲載してい
ます。
※�氏名については正字に置き換えて掲載しています。

八雲町 加我　陽介さん
中須田 久末菜々美さん

中須田 森　　昌幸さん ７３歳 　９/１３
中須田 蛎崎　政一さん ９１歳 １０/１１
大　留 森　　光義さん ８３歳 １０/１１
中央区 福原　　幸さん ８７歳 　９/１８
上ノ国 小田　武次さん ７８歳 １０/　６
汐　吹 小間　洸二さん ８４歳 　９/１３
石　崎 田村　藤子さん ８８歳 　９/１０

　詳しくは、右の二次元コードから
〈ｅＬお支払サイト〉をご確認ください。 →

問い合わせ先　函館地方気象台　☎０１３８－４６－２２１４

　１１月５日は津波防災の日です。今年発生した三陸沖の地震で、太平洋沿岸地域に発表された津
波警報・津波注意報は記憶に新しいところです。
　津波から身を守るためには、ためらわずに避難することが大切です。津波防災の日を機会に改め
て津波から身を守るための行動を確認し、津波防災への意識を高めましょう。
　【心掛けてほしい３つのポイント】
　①�海の近くで強い揺れを感じたとき、または弱くても長い時間ゆっくりとした揺れを感じたとき
は、ただちに高いところを目指して避難しましょう。

　②�揺れを感じていなくても、津波注意報を見聞きしたら海岸から離れ、津波警報を見聞きしたら
すぐに避難しましょう。

　③�津波は繰り返し襲ってきます。最初に到達した津波が一番高いとは限りません。避難後は最新
の情報を確認し、津波警報が解除されるまでは気を緩めずに避難を続けましょう。

　津波警報が解除されても、避難指示は解除されていないかもしれません。自治体からの避難指示
の状況もあわせて確認しましょう。
　最後に「津波フラッグ」をご存じでしょうか。全国の海水浴場で導入
されている津波警報の発令を知らせる旗です。海岸で津波フラッグを見
かけたら、ただちに高いところへ避難しましょう。

「津波防災の日」「津波防災の日」

←気象庁ホームページ
　津波から身を守るために 津波フラッグ



広報かみのくに
2026年11月号1313
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　医療機関における輸血用血液製剤は、がんや白血
病などの治療に使われるため、今後ますます増加す
ることが予想されます。
　病床にある輸血を必要とする患者さんのため、献
血にご協力ください。
○巡回日
　１１月２０日（金）
○巡回場所・巡回時間
　役場前　　　　　１０：００～１２：００
　㈱若狭組前　　　１３：３０～１５：００
　上ノ国消防署前　１５：３０～１６：１５

移動献血車ひまわり号 巡回のお知らせ

申し込み・問い合わせ先　檜山振興局　建設指導課　☎０１３９－５２－６６３２

　檜山振興局では、戸建て木造住宅を対象とした無料耐震診断窓口を設けていますので、ご自宅の
耐震診断にご活用ください。

　指定ごみ袋の中に使用済みの注射針が混入していました。収集作業員のケガにつながる恐れがあ
りますので、次の対応を行ってください。
〇処分方法（必ず処方を受けた医療機関へ）
　�　使い終わった注射針は指定ごみ袋に入れず、処方を受けた医療機関へ直接お持ち込みいただ
き、回収を依頼してください。
【ご注意ください】
　　医療機関での回収は「その医療機関で処方されたもの」に限られます。
　�　回収の集中や混乱を防ぐため、処方を受けていない他の病院や薬局には持ち込まず、必ずご自
身が処方された医療機関へお持ちください。
　�　地域の安全で安心なごみ収集のため、正しく安全な処分にご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。

【対象住宅】
　・２階建以下で延床面積５００㎡以下の戸建木造住宅
　※当該住宅の所有者または居住者が申込者であること
　※建築年次は問いません。
【診断方法】
　・�対象住宅の図面（寸法のわかる平面図、仕上げ表など）
により実施します。

　※現地調査は行いません。

戸建て木造住宅を無料で耐震診断します

指定ごみ袋に使用済み注射針を入れないでください！

詳細はこちら→

問い合わせ先　南部桧山衛生処理組合　☎０１３９−５３−６３０１
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兼
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兼
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兼
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10
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付
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民
課
統
括
主
幹
・
住
民

環
境
Ｇ
）

▼
福
祉
課
福
祉
係
長

　
　
清
水　
友
喜

　
　
（
財
政
課
主
査
・
税
務
Ｇ
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
子
ど
も
未
来

係
長
兼
健
康
サ
ポ
ー
ト
係
主
任

　
　
鈴
木　
弥
生

　
　
（�

保
健
福
祉
課
主
査
・
健
康

支
援
Ｇ
兼
住
民
課
上
ノ
国

保
育
所
主
査
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
親
子
相
談
係

長
　
　
石
田　
洋
子

　
　
（�

保
健
福
祉
課
統
括
主
幹
・

健
康
支
援
Ｇ
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
上
ノ
国
保
育

所
主
査
兼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

主
査

　
　
大
佐
賀　
啓
子

　
　
（�

住
民
課
上
ノ
国
保
育
所
主

幹
兼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

主
幹
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
上
ノ
国
保
育

所
主
査

　
　
矢
原　
京
子

　
　
（�

住
民
課
上
ノ
国
保
育
所
主
幹
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
上
ノ
国
保
育

所
主
査

　
　
村
越　
亮
子

　
　
（�

住
民
課
上
ノ
国
保
育
所
主
査
）
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▼�

事
務
局
社
会
教
育
係
主
事
兼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
主
事

　
　
小
澤　
巧
佑

　
　
（�

保
健
福
祉
課
主
事・介
護
・

自
立
支
援
Ｇ
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
事
務
局
主
査
《
併
任
》

　
　
三
浦　
優
作

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

▼
書
記
次
長
兼
主
査

　
　
松
塚　
崇

　
　
（
書
記
次
長
）

▼
書
記
《
併
任
》

　
　
池
田　
茉
以

▼
書
記
《
併
任
》

　
　
長
尾　
尚
悦

【
監
査
委
員
事
務
局
】

▼�

事
務
局
次
長
兼
事
務
局
主
査

《
併
任
》

　
　
笠
谷　
信

　
　
（
事
務
局
次
長
）

【
議
会
事
務
局
】

▼
事
務
局
次
長
兼
事
務
局
主
査

　
　
笠
谷　
信

　
　
（
事
務
局
次
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼�

事
務
局
次
長
兼
社
会
教
育
係
長

　
　
久
末　
弘
二

　
　
（�

事
務
局
次
長
兼
事
務
局
統

括
主
幹
・
社
会
教
育
Ｇ
）

▼
事
務
局
学
校
教
育
係
長

　
　
松
倉　
幸
一

　
　
（�

事
務
局
統
括
主
幹
・
学
校

教
育
Ｇ
）

▼
事
務
局
教
育
連
携
係
長

　
　
山
川　
奈
々
子

　
　
（�

事
務
局
主
査
・
学
校
教
育
Ｇ
）

▼
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

　
　
太
田　
辰
徳

　
　
（�

事
務
局
主
査
・
社
会
教
育
Ｇ
）

▼�

事
務
局
学
校
教
育
係
主
査　
上

ノ
国
小
学
校
勤
務

　
　
荒
木　
浩

　
　
（�
事
務
局
主
査
・
学
校
教
育

Ｇ　
上
ノ
国
小
学
校
勤
務
）

▼�

事
務
局
学
校
教
育
係
主
査　
上

ノ
国
中
学
校
勤
務

　
　
伊
藤　
朗

　
　
（�

事
務
局
主
査
・
学
校
教
育

Ｇ　
上
ノ
国
中
学
校
勤
務
）

▼�

事
務
局
学
校
教
育
係
主
事
兼
教

育
連
携
係
主
事

　
　
若
狭　
彩
斗

　
　
（�

事
務
局
主
事
・
学
校
教
育
Ｇ
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
上
ノ
国
保
育

所
保
育
士

　
　
京
谷　
未
咲

　
　
（�

住
民
課
保
育
士
・
上
ノ
国

保
育
所
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

　
　
川
島　
琴
視

　
　
（�

保
健
福
祉
課
保
育
士
・
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
）

▼
産
業
課
農
業
振
興
係
主
事

　
　
野
坂　
浩
亮

　
　
（�
農
林
課
主
事
・
農
業
林
業
Ｇ
）

▼�

文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
主
事

兼
観
光
振
興
係
主
事

　
　
久
末　
卓
真

　
　
（�

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
・

社
会
教
育
Ｇ
）

▼�

文
化
観
光
課
文
化
資
源
係
学
芸

員
　
　
佐
藤　
貢
平

　
　
（�

教
育
委
員
会
事
務
局
学
芸

員
・
社
会
教
育
Ｇ
）

▼�

建
設
水
道
課
土
木
係
技
師
兼
下

水
道
係
技
師

　
　
安
田　
直
人

　
　
（�

施
設
課
技
師
・
土
木
建
築
Ｇ
）

▼�

建
設
水
道
課
住
宅
管
財
係
主
事

兼
建
築
係
主
事

　
　
山
本　
大
雅

　
　
（�

施
設
課
主
事
・
財
産
管
理
Ｇ
）

▼�

会
計
室
出
納
係
主
事
兼
会
計
管

理
係
主
事

　
　
斉
藤　
里
佳

　
　
（�

財
政
課
主
事
・
財
政
経
理
Ｇ
）

▼�
財
政
課
課
税
係
主
事
兼
納
税
係

主
事

　
　
茶
碗
谷　
浩
大

　
　
（�
農
林
課
主
事
・
農
業
林
業
Ｇ
）

▼
住
民
課
戸
籍
係
主
事

　
　
島
田　
悠
希

　
　
（�

住
民
課
主
事
・
戸
籍
保
険
Ｇ
）

▼�

住
民
課
住
民
生
活
係
主
事
兼
戸

籍
係
主
事

　
　
市
山　
夏
子

　
　
（�

住
民
課
主
事
・
戸
籍
保
険
Ｇ
）

▼�

住
民
課
環
境
衛
生
係
主
事
兼
保

険
年
金
係
主
事

　
　
斉
藤　
将
綺

　
　
（�

住
民
課
主
事
・
住
民
環
境
Ｇ
）

▼
福
祉
課
高
齢
介
護
係
主
事

　
　
吉
田　
朱
里

　
　
（�

保
健
福
祉
課
主
事
・
介
護
・

自
立
支
援
Ｇ
）

▼
福
祉
課
福
祉
係
主
事

　
　
木
村　
綾
夏

　
　
（�

保
健
福
祉
課
主
事
・
介
護
・

自
立
支
援
Ｇ
）

▼�

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
看
護

師
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

看
護
師

　
　
久
保
田　
朱
菜

　
　
（�

保
健
福
祉
課
看
護
師
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

▼�

す
こ
や
か
推
進
課
健
康
サ
ポ
ー

ト
係
主
事
兼
子
ど
も
未
来
係
主

事
　
　
木
村　
颯
馬

　
　
（�

保
健
福
祉
課
主
事
・
健
康

支
援
Ｇ
）

　百歳を迎える高齢者の長寿を祝い、多年に亘る社会発展へ
の寄与を感謝するとともに、広く国民が高齢者福祉について
関心と理解を深めることを目的に、昭和３８年から老人の日
の記念行事として内閣総理大臣からのお祝い状と記念品を贈
呈しています。
　今回、本町では１名の方が表彰されました。
　この度は、誠におめでとうございます！！大橋　富雄　さん（字桂岡）

老人の日　百歳高齢者表彰
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結 果

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【
柔
道
】

第
８
回
北
海
道
柔
道
少
年
団
交

流
大
会

■
開
催
日　
９
月
13
日
㈰

■
場　
所　
伊
達
市
総
合
体
育
館

■
個
人
戦

《
小
学
生
女
子
中
学
年
の
部
》

　
３
位　
小
澤　
里
緒
奈

【
空
手
道
】

第
43
回
南
北
海
道
空
手
道
選
手

権
大
会

■
開
催
日　
９
月
23
日
㈬

■
場　
所　

�
木
古
内
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

■
形

《
幼
児
の
部
》

　
１
位　
安
保　
良
紅

《
小
学
１
・
２
年
生
女
子
の
部
》

　
１
位　
安
保　
真
白

《
小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部
》

　
１
位　
松
谷　
澪

　
２
位　
納
谷　
月
緋

《
小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部
》

　
３
位　
木
村　
優
心

《
小
学
５
・
６
年
生
男
子
の
部
》

　
３
位　
野
﨑　
琉
絆
人

《
中
学
２
・
３
年
生
男
子
の
部
》

　
１
位　
山
本　
虎
聖

　
２
位　
山
本　
朱
雀

《
高
校
・
一
般
女
子
の
部
》

　
３
位　
吉
田　
優
奏

■
組
手

《
幼
児
の
部
》

　
３
位　
安
保　
良
紅

《
小
学
１
・
２
年
生
女
子
の
部
》

　
１
位　
安
保　
真
白

《
小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部
》

　
１
位　
納
谷　
月
緋

　
３
位　
吉
田　
絢
奏

《
小
学
３
・
４
年
生
男
子
の
部
》

　
２
位　
齊
藤　
惟
斗

　
３
位　
片
石　
唯
士
琉

《
中
学
２
・
３
年
生
男
子
の
部
》

　
１
位　
山
本　
朱
雀

　
２
位　
山
本　
虎
聖

《
高
校
・
一
般
女
子
の
部
》

　
３
位　
木
村　
明
美

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】

上
ノ
国
町
郵
便
局
長
杯

■
開
催
日　
９
月
６
日
㈰

■
場　
所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
の
部
》

　
１
位　
佐
藤　
辰
海

　
２
位　
谷　
　
徹

　
３
位　
中
井　
廣
隆

《
女
子
の
部
》

　
１
位　
森　
　
み
ね
子

　
２
位　
松
田　
敦
子

　
３
位　
米
坂　
良
子

月
例
９
月
大
会

■
開
催
日　
９
月
13
日
㈰

■
場　
所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
の
部
》

　
１
位　
谷　
　
徹

　
２
位　
小
林　
敏
文

　
３
位　
松
谷　
冨
士
明

《
女
子
の
部
》

　
１
位　
米
坂　
良
子

　
２
位　
金
子　
眞
智
子

　
３
位　
田
畑　
英
子

秋
季
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

■
開
催
日　
９
月
20
日
㈰

■
場　
所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
１
位　
森　
　
み
ね
子
ペ
ア

　
　
　
　
松
田　
敦
子

　
２
位　
円
子　
良
治　
ペ
ア

　
　
　
　
牧
野　
明
美

　
３
位　
谷　
　
徹　
　
ペ
ア

　
　
　
　
片
野　
美
智
子

月
例
10
月
大
会

■
開
催
日　
10
月
３
日
㈯

■
場　
所　
天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

《
男
子
の
部
》

　
１
位　
円
子　
良
治

　
２
位　
小
林　
敏
文

　
３
位　
松
田　
隆

《
女
子
の
部
》

　
１
位　
太
田　
富
士
子

　
２
位　
森
山　
美
治

　
３
位　
森　
　
み
ね
子

周 知

ま
な
び
っ
く
秋
季
講
習
会

受
講
生
募
集
！

【
特
別
教
育
】

○�

伐
木
等
の
業
務（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）

■
開
催
日　
11
月
16
日
㈪
～
18
日
㈬

■
締
切
日　
11
月
６
日
㈮

【
国
家
資
格
・
免
許
更
新
】

○�

小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新

講
習

■
開
催
日　
11
月
15
日
㈰

■
締
切
日　
11
月
５
日
㈭

【
技
能
検
定
】

○
ド
ロ
ー
ン
基
礎
技
能
講
習

■
開
催
日　
11
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

■
締
切
日　
11
月
16
日
㈪

※�

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�

時
間
や
受
講
料
な
ど
の
詳
細

は
、
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
運
営
協
会　
ま
な
び
っ
く

　
☎
０
１
３
９
・
５
２
・
０
１
６
０

　
詳
細
は
こ
ち
ら
→

縁の家１１月１１月開催のお知らせ

フリーマーケットも開催します。
参加を希望される方はお気軽に会場へお越しください。

■場所：旧・工藤商店（字上ノ国182番地）
■時間：10：00〜12：00　■利用料：200円
■問い合わせ先：縁の家　リーダー 岡　☎090−4872−9633

１１月１６日㈪に開催します。

11月号

人口 ３,９１４ 人 （− ７）
男 １,８２５ 人 （− ２）
女 ２,０８９ 人 （− ５）
世帯数２,２９４ 世帯（− ４）

町の人口と世帯数
（令和８年９月末現在）
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h
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メ
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w
n
.k
a
m
in
o
k
u
n
i.lg
.jp

■
発
行
・
編
集
／
上
ノ
国
町
・
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
〒
049-

0698　
檜
山
郡
上
ノ
国
町
字
大
留
100番

地
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
0139-

55-
2311　

FAX0139-
55-

2025

１１／　１ 厚沢部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６４－３０３６
道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６

１１／　３ 上ノ国診療所 （昼間）☎０１３９－５５－２０１７
道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６

１１／　７ 道南勤医協江差診療所 （昼間）☎０１３９－５２－１３６６
道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６

１１／　８ 道立江差病院 ☎０１３９－５２－００３６
１１／１４ 乙部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６２－２３３１

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
１１／１５ 道南勤医協江差診療所 （昼間）☎０１３９－５２－１３６６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
１１／２１ 厚沢部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６４－３０３６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
１１／２２ 乙部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６２－２３３１

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
１１／２３ 道立江差病院 ☎０１３９－５２－００３６
１１／２８ 上ノ国診療所 （昼間）☎０１３９－５５－２０１７

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
１１／２９ 厚沢部町国保病院 （昼間）☎０１３９－６４－３０３６

道立江差病院 （夜間）☎０１３９－５２－００３６
病院の都合により変更となることがありますので、新聞や消防などで確認してください。

土曜・日曜・祝日の当番医

カミＧＯ！上ノ国町デマンド交通
（受付時間　９：００〜１７：００）
※年末年始（１２／２９〜１／３）を除く予約電話番号 ☎０１２０−９８−０００５
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